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　新年早々に発生した能登半島地震でお亡くなりになられた方々のご冥福をお祈

りするとともに被災された方々にも心からお見舞い申し上げます。被災地の一日

も早い復旧と復興を願う次第です。

 この度、日本合板商業組合関西支部が第45回日本合板商業組合の通常総代会を

ここ京都で開催することになりました。誠に光栄に存じます。新型コロナウィル

スが5類の感染症に移行したとは言え、まだまだ気が抜けない状況が続いており

ます。そんな中にも拘わらずご出席いただきましたご来賓・会員・賛助会員の

方々には心より厚く御礼申し上げます。

　長期化するロシアのウクライナ侵攻などもあり物価は急激に上昇しました。資

材価格の上昇や経費等のコストアップ要因を売値に転嫁せざるを得ず、賃金上昇

率との格差によって住宅取得のハードルは上がり、我々の商圏も大きな影響を受

けております。皆様方も日々苦心されていることと拝察します。

　一方、一昨年から訪日外国人観光客の受け入れが緩和されたことと円安効果で

数多くの外国人観光客を見かけることが日常的となりました。昨年の訪日外国人

数は2,500万人超とピークであった2019年当時の水準にまで回復しております。

この状況が2025年開催予定の大阪・関西万博へと繋がり、インバウンドがもたら

す経済効果に期待したいところです。しかし、万博会場の建設工事は資材価格や

人件費などの高騰の煽りから建築費が当初予算から倍増しています。そのことで

各方面で議論が巻き起こり、今一つ盛り上がりに欠けるところもありますが、関

西のパワーで何とか盛り上げていきたいと思います。

　本開催にあたり準備委員会を立ち上げ、企画等の打合せを幾度となく重ねてまいり

ました。関西らしい趣向を凝らした内容となっております。ご満足頂けたら幸甚です。

 この度の総会にあたり関係各位には多大なるご支援・ご協力を賜り心より御礼

申し上げます。また、記念誌発行に際する広告協賛のお願いに対し多くの方々に

快諾を頂きました。重ねて厚く御礼申し上げます。

 最後になりますがご参加頂きました各社のご繁栄と皆様方のご健勝・ご多幸を

祈念いたしまして歓迎の挨拶と致します。

歓迎のごあいさつ

丸 敏幸
日本合板商業組合 関西支部

実行委員長
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　初夏の清々しい季節となりました。

 日本合板商業組合第45回通常総会の開催地京都にお越しいただき、日本合板商

業組合関西支部並びに京都合板建材商業組合の会員一同、心から感謝申し上げま

す。

 また、このたび元旦に発生しました石川県能登地方の地震において被災された

皆様に心よりお見舞い申し上げますとともに被災地の一日も早い復興を心より祈

念いたします。

 昨年、京都におきましてはコロナ明け以降京都の三大祭りである葵祭・祇園

祭・時代祭に加えて大文字山をはじめとする五山の送り火もすべて従来通りの形

で賑々しく行われました。1,000年の悠久の歴史を紡いできた京都には、幾多の

戦乱や危機を乗り越えて未来を生き抜く先人たちの知恵が生きています。伝統と

文化に育まれた京都には創業100年以上の老舗企業が1,400社ほどあり、その数は

全国No.1を誇ります。

 我々京都合板建材商業組合の組合員は、企業規模こそ大きくはないが夫々が個

性豊かで活力のある会社ばかりです。

 今回、京都にお越し頂くにあたり、懇親会の食事も京都らしい趣向を凝らしま

した。また、京の芸舞妓の華やかな舞いをご堪能いただけるように準備しており

ます。翌日のエクスカーションも観光組は「世界遺産・醍醐寺」と「龍馬と幕末

の史跡巡り」を満喫頂き、伏見の料亭「清和荘」でお食事を堪能していただきま

す。ゴルフ組は100年の伝統を誇る関西屈指の名門「茨木カンツリークラブ」で

プレーを楽しんで頂きます。

 この度の総会にあたり関係各位には多大なるご協力を頂き心より感謝申し上げ

ます。

　結びに、ご出席頂きましたご来賓はじめ、各社のご繁栄と会員各位のご多幸、

ご健勝を祈念しまして歓迎の挨拶と致します。

歓迎のごあいさつ

國松 隆夫

日本合板商業組合 関西支部 副支部長 兼
開催地代表 京都合板建材商業組合

理事長
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ごあいさつ

足立 建一郎
日本合板商業組合

理事長

　第45回日合商通常総会が関西支部主管により開催されるに当たり、昨年から準備に当たられた丸実

行委員長はじめ、準備委員会の皆様並びに関西支部の役員の皆様に深く感謝を申し上げます。また、

総会開催に向けて、ご支援を頂きました賛助会員の皆様方には、誠に有難く厚く御礼申し上げます。

　また、1月1日に発生した能登半島地震により被災された方々に、心からお見舞いを申し上げます

とともに、犠牲になられた方々に、謹んで哀悼の意を表します。

　さて、昨年の日本経済を振り返りますと、社会経済活動の正常化が進んだ一方で、ウクライナ侵攻

の長期化や中東情勢の緊迫化に加え、日米金利差による急激な円安により消費者物価も上昇基調にあ

り、先行き不透明な状況が続きました。一方、昨年の新設住宅着工戸数は前年比4.6％減の81万9623戸

となりました。中でも、資材や建築コストの上昇により持家住宅への投資は停滞し、25カ月連続の減

少と回復の兆しは見えにくい状況が続いています。また、今後の政策金利の行方や、資材の高騰並び

に物流問題及び人手不足等による建築コストの上昇により、昨年以上に厳しい状況が予想されます。

　この様な環境の中、業界に関する国の施策では、2050年カーボンニュートラルの実現に向け、住

宅の省エネ化並びに木造建築や木材産業の成長化に力が向けられています。2025年に控える「4号

特例の見直し」や「省エネ基準適合義務化」などもその一環であり、今後は付加価値が高く資産価

値が保たれる住宅への投資が求められます。林野庁では木材産業・木造建築活性化策がとられ、木

材需要の創出・拡大・利用促進や安定的な供給体制の構築等への後押しが期待されます。また、国

土交通省の住宅関連施策では、住宅・建築物の省エネ化の強化に加え、木造建築物等の規制合理化

に向けた基準の整備が進められ、住宅・建築物への木材利用促進が図られています。

　日合商はこれらの施策の下、組合員の皆様の事業拡大・強化に貢献できるような取り組みを進めて

いく所存です。昨年5月には改正クリーンウッド法が公布され、合法木材等の取扱いの重要性は更に

増してきます。クリーンウッド法においては日合商の団体認定制度による証明方法を活用することが

認められています。今後も事業者認定事業を重要な事業と位置づけ、合法性・持続可能な木材・木材

製品の普及拡大を通じて脱炭素社会の実現に向けた木材利用の促進を進めてまいります。そのために

も、会員と共に講演会・研修会などを活発に行い、力強く日合商活動を進めてまいります。

　日合商は国に認められた唯一の合板・建材等の住宅資材の流通団体として、組合員と賛助会員の

皆様との活動を通じ、会勢強化を図り、「協調と連帯」のもと、住宅関連業界への貢献を目指しま

す。つきましては、皆様の引き続きのご理解とご協力をお願いいたします。
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　日本合板商業組合の第45回通常総会が、盛大に開催されますことを、心よりお慶び申し上

げます。また、貴組合の組合員の皆様方におかれましては、日頃より、森林・林業・木材産

業行政に格別の御理解・御協力を賜っていることに対して厚く御礼申し上げます。特に、合

板分野における国産材の利用拡大に向けた取組は、我が国の木材自給率向上に大きく貢献し

てきたと認識しており、合板業界の皆様の多大なる御尽力に深く敬意を表します。

　はじめに、令和６年能登半島地震により、お亡くなりになられた方々の御冥福をお祈りす

るとともに、被害にあわれました全ての方々に心よりお見舞いを申し上げます。

　林野庁では地震発生直後から職員派遣や現地の被害状況調査を実施するなど、被災地の一

日も早い復旧・復興に向けて取り組んでいるところであり、今後とも全力で取り組んでまい

ります。

　さて、我が国では、戦後先人の手で営々と植え育てられた人工林資源の多くが本格的な利

用期を迎えております。また、いわゆるウッドショックの発生、円安の進行等により輸入材

のリスクが顕在化したことも踏まえ、海外情勢の影響を受けにくい、木材需要に的確に対応

出来る国産材の安定的・持続的な供給体制の構築に大きな期待が寄せられています。

　こうした中、林野庁では、森林・林業基本計画に基づき、2050年カーボンニュートラルに

寄与する「グリーン成長」の実現に向けて、森林資源の適正な管理と森林資源の持続的な利

用を一層推進することとし、川中・川下においては、木材産業の競争力強化、都市における

「第２の森林」づくり等の施策を進めることにしております。

　具体的には、「都市の木造化推進法」の下、木材利用の促進を図る対象を公共建築物のみ

ならず民間建築物にも拡大するなど、建築分野における木材利用について、国土交通省など

関係省庁とも連携しながら政府一体となって取り組んでいるところです。また、製材、木質

耐火部材やCLT等の技術開発・普及等により、これまで木材があまり使われてこなかった非

住宅の建築分野等における木材利用の拡大についても引き続き取り組んでまいります。

　こうした取組等を通じて、国産材の安定供給と需要拡大をはじめ、森林・林業・木材産業

の持続的な発展が図られるよう、引き続き、皆様の御支援と御協力をお願い申し上げます。

　結びに、貴組合の益々の御発展と、組合員の皆様の御健勝を祈念いたしまして、お祝いの

言葉とさせていただきます。

祝 辞

青山 豊久
林野庁

長官

も り

ま ち
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  日本合板商業組合の第45回通常総会が、京都市において盛大に開催されますことを心よりお祝い

申し上げます。また、平素より、貴組合および組合員の皆様には、合板需要拡大に多大なご協力ご

貢献を頂いており、厚く御礼申し上げます。

　わが国はコロナ禍の4年間を経て、徐々にコロナ前の日常を取り戻しつつあります。日経平均株

価は史上最高値を記録した一方で、日本経済は、急激な円安進行や諸物価高騰の中で賃金上昇が追

い付かず、個人消費とりわけ新設住宅着工が低迷しております。加えて、ロシア・ウクライナ戦争

やイスラエル・ガザ戦争などの国際情勢、ウッドショックの後遺症、不正格付けの中国産合板を放

置した外国認証機関の業務停止など、業界を取り巻く情勢は不安定な状況が継続しています。

　日合連では、これまでも「森林・林業基本計画」に基づき、国産材の需要拡大に向けて、国産針

葉樹を原料とする構造用合板、フロア台板、型枠用合板等の開発に取組み、非住宅分野や中層・大

規模建築分野への合板の新規需要を開拓してまいりました。

　新たな「森林・林業基本計画」における合板用材の国産材利用量目標7百万㎥の達成に向けて、「Go

（合板）！700！」をスローガンとして掲げ、国産材需要拡大にさらに取り組んでまいります。

　現在、従来の厚物合板よりも厚い「超厚合板：CLP（Cross Layered Plywood）」の製品開発お

よびJAS規格の改正などに向けた取組を推進しているところです。このCLPを国産材100％で製造

することにより、地域の雇用を創出し、地域経済の発展に資することに加えて、日本の森林再生と

SDGsの達成にさらに貢献できるものと考えております。

　しかし、日本で使用されている合板の約半分は依然として東南アジアや中国で生産された「輸入

合板」です。SDGs達成に向けて「合法性」「持続可能性」の確保は欠かせません。さらに、TPP

や日欧EPAにより、合板産業の体質強化、国際競争力向上が喫緊の課題となっています。

　これら諸課題に対応するためには、日本の人工林資源を有効かつ永続的に活用して、国産合板の

製造販売を一層拡充していく必要があります。

　このため、LCAの観点に立って、Ａ材からＤ材の仕分けを通じた木材の高付加価値化利用、マ

テリアル利用とエネルギー利用の両立を追求するカスケード利用を徹底することが重要です。

　合板産業は今後ともさまざまな課題を克服し、環境創造産業・住宅創造産業として、一層発展で

きるよう取り組んでまいります。

　結びに、日本合板商業組合と組合員の皆様の一層のご発展、ご多幸を祈念申し上げますとともに、

日本の森林資源の未来のために更なるご支援を賜りますようお願い申し上げご挨拶といたします。

祝 辞

井上 篤博
日本合板工業組合連合会

会長
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　日本合板商業組合の第45回通常総会が、ここ京都市において盛大に開催されますことを心

よりお喜び申し上げます。貴組合及び組合員の皆様方には、日頃より日本合板検査会の業務

運営に多大なるご支援、ご協力をいただいておりますことに対し厚く御礼申し上げます。

　日本合板検査会は、1949年の設立から、国のJAS登録認証機関として、合板、フローリ

ング、集成材、LVL、CLT、2×4工法構造用たて継ぎ材、構造用パネル、接着たて継ぎ材

などを生産する国内外の工場をJAS（日本農林規格）認証事業者として認証する業務を

行っています。JASマークが表示された木材加工製品は、法律に基づく規格に適合したも

のであり、品質管理、生産工程管理、有資格者の配置など厳しい審査に合格したJAS認証

工場が生産した製品です。2000年には海外の民間会社にもJAS登録認証業務は開放され、

海外のJAS登録認証機関は現在10機関あります。

　来年4月からは、消費者が安心して木造住宅を取得できるように、木造住宅を建築する

場合の建築確認手続きが見直されます。いわゆる4号特例の見直しです。審査・検査は非

木造と統一化されます。また、ZEH水準等の木造建築物の構造基準(壁・柱)も見直されま

す。現在、木造非住宅（建築物）ではJAS製品の使用が当たり前として求められています

が、今回の改正により、木造住宅にも構造計算の利用が進んでいくものと思われ、非住

宅と同様にJAS製品の使用がさらに進んでいくものと考えられます。

　このように木造建築・木材利用が新たな時代に進んでいく中で、昨年はJASマークが付

いた規格外品が輸入され日本市場に流通した不正認証事案（海外JAS認証機関）が発生し

ました。認証機関が認証可能件数を大幅に上回る新規認証を行うなど大変深刻な事案で

した。このことから、輸入JAS製品には輸入業者(商社名など)の名称の記載が今年から必

要となりました。

　省エネや安全・安心など社会のニーズに沿った木質建材・木製品を広く住宅・建築業

界へ供給していく日合商の皆様の役割はますます重要になってきます。私ども日本合板

検査会は、JAS制度やクリーンウッド法の実施機関として木材加工製品の適正な品質・性

能の確保や木材の合法性をしっかりサポートしていく考えでおります。

　結びに、日本合板商業組合と組合員の皆様の益々のご健勝とご発展を祈念し、お祝い

の言葉とさせていただきます。

祝 辞

渕上 和之
公益財団法人 日本合板検査会

理事長
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第45回
日本合板商業組合 通常総会プログラム

理事会 2F「春秋の間」 13：00 ～ 14：00

日時 ： 令和6年5月16日（木）12：00 受付開始
会場 ： リーガロイヤル京都

通常総会 2F「朱雀の間」 14：30 ～ 16：00

〔総代会〕

1.

2.

3.

4.

5.

6.

開会宣言

国歌斉唱

物故会員への黙祷

関西支部 桑原支部長 挨拶

足立理事長 挨拶

永年勤続社員の表彰

一見さんお断りの京都のお茶屋さん
京の旦那になりきって、お茶屋遊びを体験していただきます
※観光バスにご乗車していただきます

7.

8.

9.

10.

11.

12.

来賓のご紹介

来賓のご挨拶

定数確認

議長の選出

議事

閉会宣言

記念講演 2F「朱雀の間」 16：30 ～ 17：50

講師
演題

広澤 克実 氏
「 我が野球人生 ～リーダーシップとは～ 」

宮川町 芸舞妓 総勢10名による祝舞

宮川町お茶屋さんオプショナルツアー（先着55名限定）

懇親会 2F「春秋の間」 18：00 ～ 19：50

二次会 ① オプショナルツアー 20：00 ～ 22：00

②ホテル内二次会２F「朱雀の間」 20：00 ～ 22：00
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1984年ドラフト1位でヤクルトスワローズに入団。
1995年巨人・2000年阪神タイガースに移籍。
プロ野球史上、巨人・阪神の両球団で4番を勤めた
唯一の選手となる。
現役引退後は解説者として活躍。
2007年～08年まで阪神タイガース打撃コーチに就任。
以降の主な役職は2018年より、一般社団法人日本ポ
ニーベースボール協会理事長、東北福祉大学特任講
師、株式会社大倉取締役等々。
また『日本大学大学院　総合社会情報研究科』で
「ファミリー企業ガバナンス」や「流通ビジネス
論」・「MBA」を学んだ異色の野球解説者。

広澤 克実
元プロ野球選手
野球解説者／スポーツコメンテーター

生年月日：1962年4月10日
出身地：茨城県
身長：185cm
体重：99kg

栃木県立小山高校
明治大学を経て

1985年～1994年
ヤクルトスワローズ

1995年～1999年
読売ジャイアンツ

2000年～2003年
阪神タイガース

大学野球 日本代表（1983年・1984年）
ロサンゼルス五輪 金メダル（1984年）

プロフィール

経歴

記 念 講 演

我が野球人生
～リーダーシップとは～

明治大学時代の主な経歴

打点王：2回（1991年・1993年）
最多勝利打点：2回（1990年・1992年）
ベストナイン：4回（1988年・1990年・1991年・1993年）
1180試合連続出場（1986年10月12日～1995年10月8日）
オールスターゲーム出場：8回（1987年～1994年）
オールスターゲーム最優秀選手（1991年第2戦）

NPB時代の受賞・主要記録

1984年ドラフト1位でヤクルトスワローズに入団。
1995年巨人・2000年阪神タイガースに移籍。
プロ野球史上、巨人・阪神の両球団で4番を勤めた
唯一の選手となる。
現役引退後は解説者として活躍。
2007年～08年まで阪神タイガース打撃コーチに就任。
以降の主な役職は2018年より、一般社団法人日本ポ
ニーベースボール協会理事長、東北福祉大学特任講
師、株式会社大倉取締役等々。
また『日本大学大学院　総合社会情報研究科』で
「ファミリー企業ガバナンス」や「流通ビジネス
論」・「MBA」を学んだ異色の野球解説者。

広澤 克実
元プロ野球選手
野球解説者／スポーツコメンテーター

生年月日：1962年4月10日
出身地：茨城県
身長：185cm
体重：99kg

栃木県立小山高校
明治大学を経て

1985年～1994年
ヤクルトスワローズ

1995年～1999年
読売ジャイアンツ

2000年～2003年
阪神タイガース

大学野球 日本代表（1983年・1984年）
ロサンゼルス五輪 金メダル（1984年）

プロフィール

Katsumi Hirosawa

Pro�le

経歴Career

記 念 講 演

「講演の主題が入ります」

明治大学時代の主な経歴

打点王：2回（1991年・1993年）
最多勝利打点：2回（1990年・1992年）
ベストナイン：4回（1988年・1990年・1991年・1993年）
1180試合連続出場（1986年10月12日～1995年10月8日）
オールスターゲーム出場：8回（1987年～1994年）
オールスターゲーム最優秀選手（1991年第2戦）

NPB時代の受賞・主要記録
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一つ目 演目：「姫三社」

演者： 芸妓  ふく光

芸妓  ふく愛

さん

さん

宮川町 芸舞妓による祝舞

開宴の前の舞

ひめさんじゃ ぎ お ん こ う た

みやがわおんどふ く て る

ふ く あ い

地方

芸舞妓さん　総勢10名

じ か た

唄：

三味線：

笛：

美恵雛

小  扇

ふく紘

さん

さん

さん

み え ひ な

こ せ ん

ふ く ひ ろ

二つ目 演目：「祇園小唄」

続けて「宮川音頭」

演者： 芸妓  ふく鈴

芸妓  とし純

舞妓  叶   朋

舞妓  菊しづ

舞妓  富美唯

さん

さん

さん

さん

さん

ふ く す ず

と し す み

か な と も

き く し づ

ふ み ゆ い

懇 親 会
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Excursion 1
ゴルフ

茨木カンツリー倶楽部

茨木カンツリー倶楽部

日本オープンが開催された
関西屈指の名門コースにチャレンジ !!

〒567-0034 大阪府茨木市大字中穂積25番地
TEL.072-625-1661 FAX.072-626-8889 URL. https://ibarakicc.com

5月17日（金）　9:04  東コース
アウト・イン同時スタート

エクスカーション

Excursion 1
エクスカーション

　大阪近郊の千里丘陵に広がる60万坪の敷地の茨木カンツリー倶楽部は大正12年

（1923年）に設立された100年を誇る関西屈指の名門コースです。

　日本オープンゴルフ選手権が過去６回開催されました。地形を活かし、雄大に設計

された各ホールは優しそうに見えてもいたる所に戦略的意図が隠されています。世界

的なトーナメントが開催できる飛距離と難易度を誇る茨木カンツリー倶楽部に是非

チャレンジしてください。
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清和荘の写真は

写真許諾確認でき次第掲載

（日本旅行三道様より依頼中）

Excursion 2
観 光

世界文化遺産「醍醐寺」特別拝観と
龍馬と幕末の史跡巡り

エクスカーション

5月17日（金）　8:00 リーガロイヤルホテル京都出発

　京都伏見区の醍醐寺は真言宗醍醐派総本山。200

万坪の広大な境内には国宝の五重塔（952年創建）

はじめ数々の国宝・重文を蔵している。太閤秀吉

の醍醐の花見の場所となった事でも有名です。

2024年は、開山1150年にあたる記念の年となり、

通常は一般公開していない所も特別にご案内して

いただけます。

　昼食は1957年創業の京都伏見の料亭「清和荘」

にて、京料理をお召し上がりください。

　酒処の伏見・中書島界隈は、坂本龍馬や幕末・

維新の志士たちの足跡をたどりながら、伏見の酒

蔵などを散策していただきます。
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パナソニック ハウジングソリューションズ株式会社
公益財団法人 日本合板検査会
伊藤忠建材株式会社
SMB建材株式会社
株式会社クトクマーケテイング
住友林業株式会社
双日建材株式会社
トーヨーマテリア株式会社
株式会社日刊木材新聞社
公益財団法人PHOENIX
東京都ベニヤ板問屋協同組合
越智産業株式会社
旭ファイバーグラス株式会社
池内ベニヤ株式会社
石巻合板工業株式会社
東京ベニヤ株式会社
東洋テックス株式会社
南海プライウッド株式会社
和以美株式会社
日本合板商業組合 関西支部
大阪合板建材商業組合
京都合板建材商業組合
兵庫県合板建材商業組合
奈良県合板建材商業組合
株式会社アサノ　　
太田ベニヤ株式会社
角野産業株式会社
紀洋木材株式会社
協和産業株式会社
久我市売木材株式会社
株式会社クレマ
島田株式会社
株式会社大五 
タカダビルテック株式会社
辻井木材センター株式会社
ナカザワ建販株式会社
株式会社奈良木建
早川合板株式会社
株式会社ハリマック
平安建材株式会社
マルコマ株式会社

表2
1

15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
24
25
25
26
26
27
27
28
28
29
29
30
30
31
31
32
32
33
33
34
34
35
35
36
36
37
37
38
38

Advertising index
広 告 索 引

株式会社丸五木材
株式会社宗行
株式会社ウッドワン
エヌビーエル株式会社
株式会社オーシカ
株式会社三波化粧合板
昭和木材株式会社
株式会社ハウステック
林ベニヤ産業株式会社
パラマウント硝子工業株式会社
丸玉木材株式会社
リンナイ株式会社
東京合板問屋協同組合
日本合板健康保険組合
日本合板工業組合連合会
JKホールディングス株式会社
ジオリーブグループ株式会社
ナイス株式会社
株式会社久我
津田産業株式会社
株式会社丸産業
株式会社キーテック
東京ボード工業株式会社
日本ノボバン工業株式会社
株式会社ノーリツ
アイカ工業株式会社
朝日ウッドテック株式会社
旭化成建材株式会社
永大産業株式会社
クリナップ株式会社
ケイミュー株式会社
大建工業株式会社
チヨダウーテ株式会社
TOTO株式会社
ニチハ株式会社
株式会社ノダ
フクビ化学工業株式会社
マグ･イゾベール株式会社
吉野石膏株式会社
株式会社LIXIL
YKKAP株式会社
日本合板商業組合
タカラスタンダード株式会社
株式会社日新
セイホク株式会社

39
39
40
40
41
41
42
42
43
43
44
44
45
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
76

表3
表4
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25



26

求められる『職住一体の住まい』に心弾み・満たすフローリング

スパイス・ザ・ラインボーン
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29



30



31



32



33



34



35



36



37



38
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住宅建材・設備・外装工事・建装材

より快適な住まいづくりをお手伝いします

藤 本 俊 明代表取締役

〒670-0836 姫路市神屋町5丁目89番地
TEL（079）281-4500（代）
FAX（079）281-8358
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日本の森から生まれた合板が
日本の森を守り、　育ててゆく

国産材利用量目標700万㎥の達成に向けて

☆新築・耐震リフォームは国産合板で！

☆超厚合板 (ＣＬＰ)、フロア台板の開発は国産合板で！

☆型枠用･敷板用などの土木用資材も、国産合板で！

☆森林の再生・林業の成長産業化は、国産合板で！

日本合板工業組合連合会
会 　 長
副 会 長
副 会 長
副 会 長

井  上  篤  博
野  田  四  郎
内  藤  和  行
又  賀  航  一
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WEBカタログ

柄の奥行感を再現した高意匠タイプのセラール

「洗面カウンター」×「棚板」のシンプルなカタチ。

WEBカタログ
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第45回日本合板商業組合通常総会
記念誌

令和6年5月16日  発行

編集発行 日本合板商業組合  関西支部

実行委員長　丸   敏幸
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